
1日目は雲上（2,700～3,000ｍ）、肩の小屋口バス停登山口→肩の小屋→剣が峰（3,026ｍ）

2019年8月3日～４日

雲上、高原コースのノリクリ・乗鞍
　栴檀

センダン

は双葉
フタバ

より芳
カンバ

し、ずう～っと前からばっかばっかしい人生を歩んできた仲間が肩の小屋登山口に集合



　　　　　　肩の小屋バス停に下車、大雪渓を滑るスキーヤーを横目に肩の凝る口の滑りで岩場を行く

　　　　　　　　初登山の青木さんも桑山さんも山歩きを舐めたらアカンnot pero pero (のっとぺろぺろ）
notto

     剣が峰口から乗鞍頂上まで1時間、視界は絶好、お先の人生真っ暗 鶴田浩二

　　　　　　　　　　　　振り返れば、火口湖としては日本で2番目の高さ権現池と東大宇宙線研究所



　　　　　頂上に祀られてる乗鞍本宮、宮司さんからはご来光時は多いのではとお聞きすると１０人くらいですと

　3,000ｍ超えると空気も薄い、それ以上に人間も薄っぺら（顔の面も1枚一人薄くなっている）

ウサギギク 　　　　　　ハクサンイチゲ

　　　　高山植物の女王コマクサ 　　　　　　　イワツメクサ



　　　　　　　　　鶴ヶ池湖畔に佇むこれぞ山小屋白雲荘そのテラスから富士見岳2770ｍ（ご来光絶景地）

祝古希 松村家和さんの儀式が乗鞍ケーブルＴＶ中継で放映されました。

　　　　　　　　　本当に喜びを分かち合い気持ちが一緒なのはこの時だけ

　　山小屋とは思えない料理、美ヶ原山本小屋に匹敵 　　　　テラスに出て冷酒特選大吟醸乗鞍で乾杯



　　　　今まで商売チャンスを逃してきたからには、ご来光のシャッターチャンスを逃すわけにはいかない

　　　　　しらじらと夜が明け、空がピンク色に変わりお出ましは今か今かとなりました

　　　　　ご来光の瞬間には『バンザイ、万歳』『ヨッ日本一』『たまやぁ～かぎやぁ～』　花火じゃないの！



　　　乗鞍白雲荘で記念写真、畳平バスセンターから本日の高原散策コースに出発

バスターミナル下窪地のお花畑、ハクサンイチゲやミヤマクロユリ、ミヤマキンボウゲが群生

　　　　　　お花畑は自然保護のため木道から外れないように、人生の道外れたこの人達はくれぐれも注意



三本滝コース→かもしかの道→原生林の道→ふたりの道→牛留池→善五郎の滝

　　　吊り橋、小川のせせらぎ、仲間のせせら笑いがこだまする心地よい高原散策道

　　小大野川の本流である本沢の滝、黒い沢の滝、無名沢の滝が集まる名瀑三本滝



水面に乗鞍岳を逆さに映し出す牛留池、遠くには乗鞍岳連峰が連なる

　性格も根性も曲がったねじねじの木、親はさぞかし悩んだろうに 落差21.5ｍ、幅8ｍ　善五郎の滝



　　　　　　　　打ちあげは松本駅前中華楼『おぎのや』にて

　　　　　アルピコ交通バス２日間お世話になりました。 　　　　　　新宿まで宴会あずさ号と化しました


